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評価項目 評価基準

人員体制

法令遵守等

報告書等の提出

事業計画書等に照らし、適切な職員配置となっている。
必要な資格、経験を有する人員が確保されている。
事業計画書等に照らし、計画的に研修等を実施している。

地元雇用の創出を行っている。

利用者満足度調査の結果で、「施設の案
内表示」、「資機材などの利用」、「職
員の接遇」について、いずれも９割以上
の方が、大変満足、ほぼ満足と評価して
いただいているため。

法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。
個人情報保護に関する方策を行っている。
協定書等に照らし、情報を適切に管理するなどの運用を行っている。

事故、災害などの緊急時の連絡体制が整備されている
緊急時のマニュアルを作成し、それを運用している。

事業計画書等に照らし、地域発展への取り組みを行っている。
仕様書等に照らし、適切な開館状況になっている。
事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。

利用許可、案内等を迅速かつ適切に行っている。

利用者に対し、設備、備品等を適切に提供している。利用者対応

事業運営

事業計画書等に照らし、指定管理者でモニタリングを適切に行っている。

仕様書等に照らし、適正に業務を実施している。

事業計画書等に照らし、提案した業務を適切に実施している。
事業内容が市民サービスの向上に役立っている。
事業計画書等に照らし、定期点検、清掃、警備等が計画どおり適切に行われている。
修繕を適切に行っている。
備品を適切に管理している。

職員の接遇は適切である。

とよかわボランティア・市民活動センタープリオ
市民部市民協働国際課

特定非営利活動法人　穂の国まちづくりネットワーク
平成３０年４月１日～令和３年３月３１日
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協定書等に照らし、報告書等の提出を行っている。 ○

維持管理

モニタリング

緊急対応

地域への貢献

履
行
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施設管理

○
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とよかわボランティア・市民活動センタープリオ
市民部市民協働国際課

特定非営利活動法人　穂の国まちづくりネットワーク
平成３０年４月１日～令和３年３月３１日

※評価基準 ◎　：　協定書、仕様書等を遵守し、要求水準よりも優れている。
○　：　協定書、仕様書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。
△　：　協定書、仕様書等に定める要求水準を満足していない。
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仕様書等に照らし、適切に経理事務を行っている。

収支予算書等の範囲内で適切に予算を執行している。

経費の削減の成果が出ている又は経費削減に向けた努力をしている。

収支予算書等と比較して、収支状況は妥当である。収支状況

経理事務

予算執行

経費削減

次年度改善事項
への取組み

利用者の利便性の向上と市民活動団体やボランティアの増加を図るために、ボランティア市民活動センターウィズとの情報
交換などによる相互連携を強化することや、引き続き、ＳＮＳをはじめ、情報発信に効果的な新たな媒体、手法について調
査研究を行いながら、ホームページの内容の充実、「えがおフェス」の開催などによりボランティア・市民活動のＰＲを実
施する。

○

○

○

○

昨年度改善事項
への取組み

利用者が使用しているＯＳサポートが終了するパソコンを更新し、利用者が安心して使用できるようセキュリティの維持に
努めた。また、型式が古く交換部品の調達の関係で修理に時間を要し、使用できず利用者に不便をかけていた印刷機を、新
しい機種に更新し、利用者が資機材を快適に利用できる環境を整えた。

総合評価

とよかわボランティア・市民活動センタープリオの利用状況は、平成３０年度は２，６９８団体、１４，２９３人であった
が、令和元年度では、２，８７０団体、１５，０９９人と増加している。管理・運営については、利用者満足度調査の結果
によると、９割以上の方から総合的に「大変満足」または「ほぼ満足」の回答を得ている。今後も利用者の視点にたった運
営を続けてもらい、当該法人の経験を活かして新たな活動者の獲得に向け普及・啓発を図り、利用の裾野が広がることを期
待する。


